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一般的市街地における行政主導の景観形成手法に関する研究 

1G01J011-7 大音 麻子※ 

Asako Ooto 
 

1980 年代の景観ブーム以来、日本各地では様々な自主的景観条例や、都市計画法に基づく地区計画が定められ、地域

の個性を活かしたまちづくりが進められてきた。各自治体や市民によるそれらの長年の努力が国を動かし、2004 年 6 月、

景観に関する基本法「景観法」が制定された。本研究では景観法の制定をうけ、景観条例や地区計画、公共空間の整備と

いったこれまでの景観形成手法がどのような成果を残してきたのかを調査し、行政主導の景観形成の今後の課題を考察す

ることが目的である。 
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第1章 序論 
1-1.  背景と目的 

2004 年 6 月、日本で初めて、美しい街並みや風景を

守る基本法、「景観法」が制定された。これまで数多く

の地方自治体が独自の景観条例を制定し、地域の景観

の維持や形成に取り組んできたがそれらの条例にはそ

の担保となる国の法律はなく、思うような効果を挙げ

られないことも多かった。景観法の制定によりこれま

で各自治体が行ってきた景観形成コントロールは法的

根拠を持つようになり、より効果的な景観形成が行わ

れるようになるであろう。しかし、景観条例をこれま

で制定している地域でも、景観法の制定にあわせてこ

れまでの条例をどのように運用・活用していくべきか

がこれからの課題になると考えられる。 
また西村は、これまで景観と言えば歴史的街なみの

保全など景観をテーマにしやすい、コントロールの手

がかりが得られやすい地区が対象となるケースが多か

ったが、近年、国民の景観に対する意識が高まりつつ

あり、これからは一般的な市街地の一般的な風景の改

善に立ち向かっていかなければならないと指摘してお

り、窪田も一般市街地を、景観の構造化にとり残され

景観形成地区などになりえずこれまで景観施策の対象

から漏れてきた場所と定義し、そのような明確な都市

像を持てない地区がどの様な景観形成を行ったらよい

のかを示している 1)。 
以上の背景をふまえ、景観法制定以前に一般的市街

地において行政がどのような規制や手法を用いてこれ

まで景観形成を行ってきたかを調査・整理し、行政主

導の景観形成における今後の課題を考察することが本

研究の目的である。 
 
1-2.  研究の位置付け 
まちづくりに関する条例の現状と課題をテーマとし

た既存論文として、熊谷が世田谷区まちづくり条例を

住民提案型の住環境まちづくりの管理、運用の実態と

今後の課題を示したもの 2)がある。高田は景観形成地

区における届出制度に着目してその基準と内容を網羅

的に調査し、景観条例による景観誘導の実態を明らか

にし、その有効性を検証している 3)。公共空間整備に

よる都市デザインをテーマとした既存論文として、卯

月が世田谷区の公共空間整備による都市デザイン施策

の展開を明らかにしている 4)。 
本研究では行政主導の景観形成手法を、一定の範囲

に統括的な規制をかけ調整や管理を行う面的コントロ

ールと、周辺に景観的な影響を与える整備を行う景観

形成事業という 2 つの手法に分け、前者については面

的規制の布石戦略やコントロールの効果、後者につい

ては事業の実施による周囲への景観的波及効果を検証

する。 
 
1-3.  研究の流れ 
研究は、これまでに行われてきた行政主導の景観形

成手法を第 2 章で整理し、第 3 章で世田谷区、横浜市

における面的コントロール、第 4 章で世田谷区におけ

る景観整備事業による景観形成の現状を把握し、第 5
章でまとめと考察を行う。 
 
1-4.  研究の方法 
第 2 章の行政主導の景観形成手法は、考えられるも

のを文献から探しまとめる。 
第 3 章の面的コントロールは、世田谷区については 5

カ所の総合支所で配布している地区計画及び地区まち

づくり計画についてのパンフレットから、横浜市にお

いては市のホームパージに掲載されている街づくり協

議地区、地区計画の概要から、その内容を把握し、現

場を調査する。また世田谷区については、区役所の方

※早稲田大学理工学部社会環境工学科 4 年 



2004 年度 卒業論文発表  
 

 - 2 - 

からヒアリングを行った。 
第 4 章の景観形成事業は、世田谷区の資料から見つ

けられたものを取り上げ、現場を調査する。 
これらをもとに、第 5 章でまとめと考察を行う。 
 

第2章 行政主導の景観形成手法 
行政主導の景観形成手法には、地区計画や用途地域

制度等をつかって土地の利用や建築物の形態を一定の

ルールで規制する面的コントロール、広場・公園の整

備や公共施設の建築等集中的に景観整備を行う景観形

成事業があり、また普遍的に美しいと思われる景観を

有する地域では、各種条例に基づく保全型のコントロ

ールが行われている。 
 

表 1. 景観規制手法と内容 
面的コントロール 

地域地区 

土地の用途や建物の規模などを制限することが

出来る。最も基本的なものは 12 に分かれている用

途地域制度で、建蔽率・容積率等の他、第 1・2 種

低層住居専用地域では高さの規制を行うことが出

来る。 

地区計画 
町丁や街区といった「地区」を単位として、地区の

実状に応じた建築物の建蔽率・容積率・高さ・形態意

匠などの制限を、住民の意見をもとに定める。 
景観形成事業 

景観形成を視野に入れた道路整備や公共施設の建築等は、周辺

地域の建築行為を直接的に規制するものではないが、事業を意識

した建築行為等、緩やかな誘導を行うことが出来る。 
条例による規制誘導 

自然地形 湖沼や河川、山岳等、自然景観を有する地区の開

発行為を規制する。 

眺望 美しい眺望を有する視点場からの眺めに影響を及

ぼす開発行為を、面的に制限する。 

歴史的景観 
伝統的建造物群保存地区指定の他、各地域の条例

に基づいたデザイン基準等を設け、地域資源の保全

を行う。 

シンボルロード 
街の顔となるようなシンボルロードに沿った建築

物の形態や用途、広告物などの制限や、建築行為の

届出制度による誘導を実施する。 

 
 
第3章 面的コントロール 
3-1 面的コントロール布石戦略の分析 
1) 世田谷区 

世田谷区の景観形成に関わる面的コントロール手法

には、法定の地区計画制度と、世田谷区街づくり条例

に基づく地区街づくり計画とが挙げられる。地区街づ

くり計画とは、住民と区が一緒になってその地区の特

徴に応じたまちづくりのルールを定め、さらに必要に

応じて建築行為などの誘導が必要だと思われる地区を

「街づくり誘導地区」、街づくり事業を特に重点的に進

める地区を「街づくり推進地区」に指定し、地区街づ

くり計画の実現に努めるものである。地区計画と地区

街づくり計画とは、街づくり事業の進展とともに地区

街づくり計画に法的な効力をもたせ、より実効性のあ

る街づくりを進めるために法定の地区計画決定の手続

きをする、という関係になる。 
これらの面的コントロールを調査・整理したものを

表 2.に示す。 
法定地区計画、地区街づくり計画がかかっている地

区を計画の方針のタイプによって分類すると、修復（防

災）まちづくり型、新規開発型、駅周辺型、商業環境

整備型、沿道型、住民発意型に分けることが出来た。 
それぞれの地区で定められているものが地区計画と

まちづくり計画の両方であるのか、どちらか一方のみ

であるのかをタイプごとに分類し地区数を数えたもの

が表 3.である。指定地区数の多い主なタイプは、土地

区画整理事業や基盤整備などに伴って制定された新規

開発型、駅周辺の整備、そして住宅地として古くに整

備され災害に強い市街地を誘導することを目的とした

修復型のまちづくりの３つである。区が進めた面的コ

ントロールとして、北沢や太子堂地区などの災害危険

度の高い地区を最初の事業対象としたことからも、世

田谷区が防災まちづくりを面的コントロールの主要な

根拠の一つとしていることが分かる。 
世田谷区内で定められている地区計画、地区街づく

り計画の内容を一つ一つ見ていくと、直接建築物のデ

ザインをコントロールするような規制はほとんど存在

しなかった。地区計画に形態・意匠の項目が規定され

ている地区でも、その内容は「外観の形態・意匠、色

彩は周辺環境と調和したもの」とされているだけで実

際には、畑が残されているような落ち着いた色調の住

環境の中に黄や緑などの建築物が建っている地区もあ

り、内容の趣旨が遵守されているとは言いがたい。制

定年度を見ると、すべての地区で地区街づくり計画が

地区計画決定よりも前の段階で定められているという

わけではなく、多くの地区において地区計画決定が先

になされているという実態が分かった。つまり必ずし

も地区街づくり条例が地区計画の手続き条例として働

いているわけではない。 
1 地区あたりの面積は、1ha 未満の地区から 100ha を

越す地区まであるが、多くの場合が数 ha から数十 ha
で指定されている。新規開発型の地区は修復まちづく

り型に比べて 1 地区面積が小さい。これは後者が既成

市街地内の地区であり、主に町丁目などによって地区

指定がなされているのに対し、前者は土地区画整理事

業などの部分的事業を根拠として地区指定がなされて

いることが理由であると考えられる。 
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両方：街づくり計画と地区計画 
まち：街づくり誘導（推進）地区指定のみ 
計画：街づくり計画のみ 

両方：街づくり計画と地区計画 
まち：街づくり誘導（推進）地区指定のみ 
計画：街づくり計画のみ 

表 3．世田谷区タイプ別地区数 
タイプ 地区数 

 両方 まち 計画 合計

新規開発型 16 1 0 17
駅周辺型 4 4 1 9 
修復(防災)まちづくり型 6 3 0 9 
商業環境整備型 4 0 0 4 
沿道型 4 0 0 4 
住民発意型 2 0 0 2 
その他 3 1 0 4 

計    50
 
 
 
 
2) 横浜市 
横浜市における景観形成に関わる面的コントロール

には、「山手景観風致保全要項」（1972 年）などの特定

の地区における規制と、法定地区計画や、市独自の街

づくり協議要項に基づく街づくり協議指針といった全

市的に網かけを行っている施策とがある。街づくり協

議指針は、昭和 43 年ごろから、横浜旧都心部や再開

発・区画整理の事業化が必要だと思われる地域におい

て個別に行われていた街づくり指導を、平成 7 年、街

づくり要項を作成し、一つの施策のもとにまとめた制

度であり、地区ごとのきめ細やかな規制が可能である

が、本制度は駅周辺の商業・業務地区や計画的開発地

区など特異な地区を対象としているため、ここでは地

区計画に対象を絞って分析を行う。 
表 4.は横浜市が定めている地区計画を、世田谷区の

場合と同じように方針の似ているタイプごとに分類し、

制定年度順に並べたものである。横浜市ではタイプを

新規開発型、再開発型、駅前型、住宅地更新型、土地

利用転換型、商店街型、現状保全型に分けた。住宅地

更新型とは 20〜30 年前に住宅地として開発された地

区で老朽化が進み再整備を目指して地区計画を定めた

地区のことを指す。表 4.は地区計画のタイプごとの地

区数を多い順に並べたものである。指定地区数の多い

タイプ上位３つは、新規開発型、駅前型、住宅地更新

型である。 
横浜市の面的コントロールにおいてもそのほとんど

は景観について、建築物の外観は周囲と調和するよう

にと定められているのみで、具体的な規制内容は定め

られていなかった。面積は多くの地区で数 ha から十数

ha の範囲に入っていた。制定年度に顕著な偏りは見ら

れなかった。 
 

表 4．横浜市タイプ別地区数 
タイプ 地区数 

新規開発型 35 
駅前型 11 
住宅地更新型 11 
再開発型 7 
土地利用転換型 5 
商業環境整備型 2 
現状保全型 3 
計 74 

 
3-2. 面的コントロールの規制内容の分析、効果 
世田谷区における面的コントロールの概要をタイプ

別に整理したもの(表 2.)から、その特徴として読み取れ

るものと、現場調査による現状の効果を整理する(表 5.)。 
この調査からは、規制項目や運用手法はそれぞれの

タイプで傾向が異なることが分かった。効果の面にお

いても、既成市街地では既に住民が地区にある程度住

み着きコミュニティーも形成されているため協議会の

開設等により住民参加のまちづくりが実現しやすく、

また周囲の目もある程度感じるため、良心のある建築

行為が期待できるが、新規開発の土地では土地のテー

マや歴史性がなく、またコミュニティーも形成されて

いないため、建築行為に周辺環境との協調よりも個人

の個性が尊重されがちになってしまっていたように感

じられる。 
 
第4章 景観形成事業 
4-1 世田谷区における景観形成事業 
世田谷区において実施された景観形成事業を区の資

料から 16 抽出し、各事業が周辺地域にどのような景観

的影響を与えたのかを、現場の調査から整理・分析す

る（表 5.）。 
 
4-2 既存資源を生かした景観形成 
同じ桜丘地区では、行政による事業の波及効果では

ないが、古くから残っている玉石垣をマンションの建

築主が自主的に建築デザインに取り入るということも

行われている。行政も小学校やその前面の道路に玉石

垣を施し、地区に「玉石垣」というテーマが感じられ

る。 

図 1.玉石垣が残る風景    図 2.玉石垣を取り入れる 
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表 5. 世田谷区面的コントロールの内容の整理 

 面積 指定コントロール 規制事項の特徴 効果 
修復まち 
づくり型 

・大体 15〜35ha ・ 街づくり推進地区 
 地区計画制定が少ない

・形態、意匠に関する規制の記述

はない 
・ブロック塀の禁止など、基準的

なことはよく守られている 
・色彩や形態は落ち着いている 

新規開発型 ・1 地区あたりの面積

が小さい(10ha 以下) 
・ ほとんどが街づくり

誘導地区 
・ 風致地区指定があわ

せてかけられている 

・壁面線の指定 ・白、茶系以外の色彩など、個性

的な新築の住宅が多く見られる

駅前型 ・ばらつきがあるが平

均は 17.8ha で、大体

その前後 

・ 地区計画指定が少な

い 
・高さ規制、敷地面積規制が少な

い 
・用途や色彩など、ある程度整っ

ていた 

商業環境 
整備型 

・2ha前後と小さい ・ 街づくり誘導地区と

地区計画 
・規定項目の傾向は駅周辺型に似

ているが、比較的高さ規制・壁

面後退に関しては多く、緑化に

関する規定はない 

・コントロールが行われていない

商店街と比べると、店並は整っ

ており、賑わっている 

沿道型 ・幹線道路 1 本すべて

と、1 部の区間だけ

の 2 タイプ 

・ 街づくり誘導地区と

地区計画 
・すべての地区で、壁面後退、高

さ指定、緑化の推進が行われて

いる 

・順次壁面後退が行われている 

住民発意型 ・20ha 前後(町丁目の

指定) 
  ・全体的に落ち着いた街並みにな

っている 

表 6. 景観形成事業とその波及効果 
事 業  波 及効果  

 

(

１)

事
業
分
類 

事
業
年
度 

事業の概要 

(
２)

用
途
地
域 

(

３)

面
的
規
制 

(

４)

デ
ザ
イ
ン 

コ
ン
セ
プ
ト 

(

５)

色
彩 

(

６)

植
栽 その他 

(

７)

総
合
評
価 

桜丘区民センター ① S59 ②  ● ●
隣接するマンションの、壁面デザインや高さが考
慮されている。 ●

桜丘プロムナード ③ S59 ② レンガ ● ●
プロムナード舗装に使用されているレンガを住宅
デザインに取り入れる等の波及効果が見られた。

●

西原公園 ② H3 

区内初の公共施設への都市デザイ
ンの導入となった桜丘区民センタ
ー、それを囲むプロムナード、隣
接する西原公園 

①  ●
桜丘 5 丁目都営住宅との一体的な整備が行われて
いる。周辺住宅もボリュームや勾配屋根に統一感
がある。 

 

松丘小学校体育館 ① S62 ②    

教育センター ① S63 ②  ●
弦巻プロムナードとの一体的な整備が行われてい
るが、周囲への波及効果は見られない。  

弦巻プロムナード ③ H1 

区内の重要な教育文化施設である
教育センターと松丘小学校の間の
公共溝渠の緑道化され弦巻プロム
ナード 

②  ●
プロムナード沿いのマンションの街灯デザイン
が、プロムナードを意識している。  

総合福祉センター ① H1 ④  ● ●
周囲に建つマンションに視覚的なボリューム感の
違いがあったが、部分的な意匠に統一性が見られ
た。 

●

梅中前歩道 ③ S61 ④  ●   

梅丘駅北口広場 ② S63 

福祉の街として地区全体が、段差
の解消などに取り組んでいる。総
合福祉センターは北沢川緑道に面
せいている。 

④  ●   

けやき広場 ② S61 
馬事公苑から世田谷通りに出る通
りに設けられている広場。両脇に
大きなけやき並木が続く。 

③  ●
ファミリーレストラン、CD レンタルショップ、
高層マンションに囲まれており、一体的な整備・
波及効果は見られない。 

 

瀬田中辻広場 ② S63 瀬田中学校の隅にある小広場 
①②  事業自体が小さく、整備当初の意識が継続してい

ない。  

代沢せせらぎ公園 ② H8 北沢川緑道沿いにあり、せせらぎ
が整備されている ②    

用賀プロムナード ③ S61 
用賀駅から砧公園までのプロムナ
ード。一部の区間に瓦をキーワー
ドにデザインされた「いらかみち」
がある。 

①④⑤

⑥ 
いらか ● ●

駅周辺は、建築物の色彩をグレー系統で押さえる、
高さを押さえる、空地を大きく確保している等の
配慮が見られる。 

●

ゆずり橋 ③ H3 玉川上水に架かる橋で、デザイン
は住民参加によって行われた。 ④⑥    

九品仏参道 ③ H4 
九品仏駅から浄真寺への石畳のプ
ロムナード。 ①②⑥ ●寺社参道●

参道沿い住宅は意匠に対して意識が見られ、交番、
電柱等も参道のデザインにあわせており、一体的
な整備がなされている。 

●

清掃工場煙突 ① H1 
砧公園前にある清掃工場の煙突
で、色彩は住民から応募された案
から選ばれている。 

⑦ 色彩 ●  ▲

 
 

(1)事業分類 
 ①公共建築  ②広場・公園  ③プロムナード、橋 
(2)用途地域：周辺の用途地域 
①第 1 種低層住居専用地域 ②第 1 種中高層住居専用地 
③第 2 種中高層住居専用地域 ④第 1 種住居地域  
⑤第 2 種住居地域 ⑥近隣商業地域 ⑦準工業地域 

(3)面的規制：用途地域以外の面的コントロールの有無 
(4)色彩：周辺建築物の色彩が調和しているか 
(5)植栽：周辺住民による植栽が多いか 
(6)デザインコンセプト：分かりやすいデザインコンセプトの有無
(7)総合評価：総合的に波及効果が感じられるか 
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4-3 第 4 章のまとめ 
本章では景観形成事業の完成数年後にどのような街

並みが形成されているか、周辺地域に波及効果がある

のかを調査した結果、事業のデザインキーワードが分

かりやすいほど周囲への影響も大きいということが伺

えた。用賀プロムナードの「いらか・瓦」というキー

ワードからグレーを基調色とした建築物が多く見られ

たり、桜丘プロムナードの舗装に使用されているれん

がをそのまま柵に使用している住宅が見られたりした。

また既存資源を生かした景観形成の例のように、行政

はテーマを作っていくだけでなく、残されている景観

的資源を発見していく過程も景観形成に重要な作業と

なる。 
広場や公園等の空間整備に際しては、それがどこに

属しているものなのかが分かりやすい方が周辺住民に

も受け入れやすいものになることが分かった。属して

いるとは、維持・管理等の物理的な責任所在に限らず、

どのような目的で使用されるのかが分かりやすいとい

うことである。例えば桜丘プロムナードは桜丘区民セ

ンターに属している空間であり、九品仏参道は浄真寺

にお参りに来る際に利用され、そのような空間には地

域になじんでいると感じられた。空間整備は人の目が

あることによって価値が生まれてくるが、時とともに

意味が忘れられてしまっている空間も見られ、そのよ

うな場所では波及効果はあまりない。景観整備事業は

単に既存ストックの表層部分をお化粧するだけではな

く、高い機能性をあわせてデザインされ、複数の事業

をばらばらに行うのではなく、戦略を持って集中的・

一体的に実施することにより、景観形成に相乗効果が

生まれてくると思われる。 
 
第5章 まとめと考察 
本研究では面的コントロールの調査を、景観形成に

おいて先導をきっていると思われる世田谷区と横浜市

という 2 つの自治体を対象として行ったが、いずれの

自治体においても制定年度や面積などに布石の戦略は

見つからなかった。また、地区計画を主要根拠として

面的景観規制を行っており、その中では建築物の形

態・意匠の項目において、直接建築物のデザインをコ

ントロールするような規制は見られなかった。しかし、

壁面後退や高さ制限など数値的規制やブロック塀の禁

止など明快な基準として規制できるもののコントロー

ル効果は、地区計画制度においてかなり担保すること

が出来ることが分かった。これらのコントロールは景

観形成の基本となる部分であり、良好な街並みの大ま

かな枠組みを誘導するという非常に重要な役割を担う。

このような面的コントロールの上に、必要に応じて事

業を適切に組み合わせることで、より良い景観形成の

手法が生まれると思われた。 
 

第6章 今後の課題 
本研究の今後の課題は、調査した景観形成手法をも

とに、景観法への活用方法を考えることである。 
今回第 3 章において世田谷区、横浜市の面的コント

ロールを計画方針のタイプ別に分類を行ったが、その

タイプ毎に 1 地区面積や規制項目に傾向が見られた。

例えば、修復まちづくり型は、多くの地区が街づくり

推進地区に指定され数値的規制を積極的に行っていた

が、建築物の形態意匠についてはあまり触れていない。

一方新規開発型では形態意匠の項目は多くの地区で定

められていたが、街づくり推進地区に指定し比較的緩

やかに整備を行っている。このような結果から、景観

法の活用方法も、タイプ毎に変わってくると考えられ

る。また第 4 章において、デザインキーワードの分か

りやすい整備事業は景観的波及効果が高いことが分か

り、どのようなタイプにどのような整備事業を行うと

効果的なのかをあわせて検討する。 
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表 2. 世田谷区面的コントロールの分類と内容 

  面積 
(ha) 

  1)
地区
指定

制定年
  2)
地区
計画

制定年
  3)
専用
面積

  4) 
敷地 
面積 

  5) 
壁面 
後退 

  6) 
高さ 
指定 

   7)
形態
・意匠

  8)
緑化

玉川３丁目地区 8.3 ◎ H9.11       ① ●
砧１、３丁目地区 11.7 ○ H8.5 ○ H8.5   ● ● ① ●
千歳台６丁目地区 14.2 ○ H15.5 ○ H15.9  ● ● ● ① ●
太子堂四丁目地区 14.8 ◎ H10.8     ●  − ●
北沢３、４丁目地区 33.6 ◎ H7.4 ○ H4.1 ● ● ●  − ●
太子堂２、３丁目地区 35.6 ◎ H7.4 ○ H2.12 ● ● ● ● −  
上馬・野沢地区 37.7 ◎ H7.4       ②’ ●
北沢 5丁目、大原１丁目地区 44.4 ◎ H10.4 ○ H12.2  ● ●  −  

修
復
ま
ち
づ
く
り
型 

区役所周辺地区 123.8 ◎ H7.4 ○ H12.6 ● ● ● ● − ●
南烏山 5丁目補助 216 号沿道地区 0.7   ○ H1.10    ● −  
砧八丁目城山通り沿道地区 0.8 ○ H7.4 ○ H1.10     − ●
喜多見宮之原住宅地区 1.6 ○ H13.7 ○ H5.8 ● ● ● ● ①② ●
田直地区 1.8 ○ H7.4 ○ H2.12  ● ● ● ① ●
砧 5丁目地区 1.8 ○ H10.12 ○ H10.12 ● ● ● ● ①② ●
成城４丁目住宅地区 2.8 ○ H13.7 ○ H5.8 ● ● ● ● ①②  
打越地区 3.0 ○ H7.4 ○ H3.8  ● ● ● ①② ●
瀬田南地区 3.3 ○ H7.4 ○ H1.10   ● ● ① ●
宇奈根東部地区 4.5 ○ H11.12 ○ H11.8 ● ● ● ● ①② ●
芦花公園駅南口地区 5.4   ○ H14.3  ● ● ● ①  
大道北地区 6.0 ○ H8.5 ○ H8.5   ● ● ① ●
喜多見南部地区 7.8 ○ H7.4 ○ H5.4  ● ● ● ①② ●
北烏山３丁目地区 7.8 ◎ H7.4 ○ H5.2   ●  ① ●
宇奈根西部地区 11.5 ○ H8.5 ○ H8.5  ● ● ● ①② ●
鎌田前耕地地区 17.4 ○ H7.4 ○ H6.6  ● ● ● ①② ●
北烏山９丁目地区 23.0 ○ H8.5       ① ●

新
規
開
発
型 

上祖師谷４丁目地区 24.1 ◎ H7.4 ○ S62.4  ● ● ● ①  
明大前駅北側地区 2.8 ◎ H7.4 ○ H4.8     ①  
千歳烏山駅北口地区 5.0 ○ H7.4     ●  −  
祖師ケ谷大蔵駅周辺地区 6.3 ○ H12.4       −  
用賀駅周辺地区 7.4 ○ H7.4 ○ H1.10   ●  − ●
喜多見駅周辺地区 8.5 ◎ H7.4 ○ S62.4 ●  ● ● ①② ●
千歳船橋駅周辺地区 14.7 ◎ H13.6     ● ● −  
成城学園前駅周辺地区 22.4 ○ H13.6 ○ H15.1   ●  ①② ●
下北沢駅周辺地区 25.0 ○ H16.5       −  

駅
周
辺
型 

経堂駅周辺地区 68.0         ① ●
砧３、5丁目地区 1.0 ○ H8.5 ○ H8.5   ● ● ①②  
尾山台３丁目地区 1.2 ○ H7.4 ○ H1.10   ●  ①  
経堂農大通り沿道地区 1.9 ○ H7.4 ○ H2.12   ● ● ①  

商
業
環
境

整
備
型

奥沢２、5丁目地区 3.1 ○ H7.4 ○ H1.10  ● ● ● ①  
千歳台２丁目沿道地区 2.0 ○ H14.6 ○ H5.8  ● ● ● ①② ●
中野上野毛通り沿道地区 3.0 ○ H7.4 ○ H1.10   ● ● ① ●
環状七号線 37.5 ○ H7.4 ○ S62.8   ● ● − ●

沿
道
型 

環状八号線 59.8 ○ H15.1 ○ H15.1   ● ● ① ●
三宿１丁目地区  16.8 ◎ H7.4 ○ H15.11 ● ● ● ● ②’ ●住

民 

発
意
型 玉川田園調布１、２丁目 20.6 ○ H11.10 ○ H12.2 ● ● ● ● − ●

 

1)地区指定  ◎：街づくり推進地区 ○：街づくり誘導 

2)地区計画  地区計画が指定されているか 

3)専用面積  一住戸の住戸専用部分の最低床面積 

4)敷地面積  敷地の最低面積 

5)壁面後退  壁面線に関する規定があるか 

6)高さ指定  建築物の高さの最低・最高限度があるか 

7)形態・意匠 ①周辺と調和 ②屋外広告物の規制 ③屋外広告物(ネオン灯の規制) 


